
蓄電池・V2H 様式第１号 

事業詳細説明書 

※設置した設備（蓄電池もしくは V2H）にチェック 

□ 家庭用リチウムイオン蓄電池システム 

（１）メーカー名及びパッ
ケージ型番 

メーカー名 

○○○○ 

パッケージ型番 

△△△—◆◆—◎◎◎◎◎ 

（２）蓄電容量※１ 
（A）        ＿ ＿ ．＿ｋWｈ 

（３）申請額※２ 
         ，０００円 

上限１５０，０００円 

※１ 蓄電池本体の蓄電容量（小数点第２位切り捨て） 
※２ 共通様式第３号（事業計画兼事業実績書）２（４）と同額 

 
 
□ 電気自動車等充給電設備（V2H） 

（１）メーカー名及び型式 
メーカー名 

○○○○ 

型式 

△△△—◆◆—◎◎◎◎◎ 

（２）電気自動車等所有の有無 □有    □無（（３）、（４）記入不要） 

（３）車名・型式・年式※１ 
車名 

◆◆◆ 

型式 

△△△－△△－△△ 

年式（初度登録年） 

平成 30 年 

（４）（３）の蓄電容量※２ （A）         ＿ ＿ ．＿ｋWｈ 

（５）申請額※３・４          ，０００円 
上限１５０，０００円 

  ※１ 自動車車検証に記載事項を確認し記入 
※２ 車両に搭載されたリチウムイオンバッテリーの容量（小数点第２位切り捨て） 
※３ 電気自動車等の所有がない場合４kWh とみなし、申請額は４０，０００円 
※４ 共通様式第３号（事業計画兼事業実績書）２（４）と同額 
 

（一社）次世代自動車振興センター

充電インフラ補助金の補助対象一

覧の中の V2H 設備型式 

申請者名︓ 豊田 太郎 

4  0 

40 

ㇾ 

ㇾ 

（一社）環境共創イニシアチブ

（SII）登録のパッケージ型番 

ㇾ 

４０ ０ 

150 

自動車に搭載された蓄電（バッテリー）

容量を記入 

メーカー問合せ、カタログで確認 

記入例 

蓄電容量が 7.5kWh 未満︓（A）×1 万円 
蓄電容量が 7.5kWh 以上︓定額 15 万円 

蓄電容量は SII に登録

されている値 

蓄電容量が 7.5kWh 未満：（A）×1 万円 

蓄電容量が 7.5kWh 以上：定額 15 万円 

蓄電容量が 7.5kWh 未満：（A）×1 万円 

蓄電容量が 7.5kWh 以上：定額 15 万円 


